
 



【レースの傾向】 

 

京都外回りコースで行われるスワンＳは、 

ディープインパクトを筆頭に、サンデー系の末脚の伸びが 

活きるレースになる傾向があり、内回り１４００ｍ重賞とは 

少し違った能力を求められます。 

 

また、母父に大系統ノーザンダンサー系（以下「大ＮＤ系」と表記）を 

持つ馬の好走率が高いレースでもあります。 

 

京都開催のスワンＳ（２０１３～２０２０）で 

ディープ×大系統ＮＤ系の配合馬の成績は・・・ 

↓↓↓ 

【４・２・１・４／１１】 

勝率３６.４％ 単回率１４１２％ 

複率６３.６％ 複回率２９２％ 

 

母父に大系統ノーザンダンサー系を持つ馬は 

以下の通り回収期待値が高くなっております。 

↓↓↓ 

【５・６・３・３５／４９】 

勝率１０.２％ 単回率３２８％ 

複率２８.６％ 複回率１０６％ 



 

「スパイス血統欄」にＮＤの印があるのは 

母父に大ＮＤ系を持つ馬になります。 

 

脚質的には、展開にもよりますが、 

過去５年間で前傾ラップ（前半３Ｆが後半３Ｆより速いラップ） 

になった４回の３着以内馬１２頭の内１１頭は、 

メンバー５位以内の上り３Ｆタイムを出した馬でございました。 

 

この事からも直線での伸びが重要なレースである事が伺えます。 

 

 

【予想見解】 

 

◎１２番ルージュスティリア 

父：ディープインパクト 

母父：ストームキャット（米ＮＤ系） 

この配合は、 

勝率３６.４％ 単回率１４１２％ 

複率６３.６％ 複回率２９２％ 

に該当する京都スワンＳのスペシャル配合。 

 

直線が長いコースでは、高確率で上り最速をマークしており 



距離短縮による末脚の破壊力ＵＰを期待して狙ってみます。 

 

 

★１８番ロータスランド 

父：ポイントオブエントリー（欧ロベルト系） 

母父：スキャットダディ（米ＮＤ系） 

 

Ｇ１実績馬の３頭の中で、唯一母父に大ＮＤ系を持つ馬。 

 

岩田康Ｊの騎乗で、大外枠・最後方からの競馬で内に潜り込み 

内回りコースの阪神１４００重賞を上り最速で追込み３着。 

 

今回も大外枠で岩田康Ｊの騎乗。 

外回りコースなら、内を捌くスペースが広がり、 

長い直線を利して、前を捉えるシーンを想定致します。 

 

 

【馬券】 

 

EZ-WIN推奨馬券 

馬連・３連複３頭ボックス 

１番・２番・９番 

 



くまもん馬券 

単勝・複勝：１２番・１８番 

 

ワイド４頭ボックス 

９・１２・１７・１８ 

 

３連複フォーメーション２７点 

１２－９・１７・１８－印全頭 


